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理事長 片山清宏

海辺の国際環境認証「Blue Flag」取得への挑戦
〜海を起点とした持続可能なまちづくりを目指して〜
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●神奈川県藤沢市 出身

●慶應義塾大学大学院

政策・メディア修士課程修了

●1999年 厚木市役所

●2009年 神奈川県庁

●2010年 松下政経塾

●2011年 湘南ビジョン研究所設立

片山清宏 （NPO法人湘南ビジョン研究所 理事長）



１ 海が好き
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ある統計を見て衝撃を受ける！



海岸ごみ量、過去２０年間減っていない
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海岸ごみの内訳

■総ごみ処理量（H3〜H22）

海藻,
76,549t

66%

可燃ごみ
27,854t

24%

不燃ごみ
11,581t 

10%

河川から
流れ着くごみ

■７割は河川から、３割は放置ごみ

調査期間：1992年～1995年
データ提供：(財)かながわ海岸美化財団
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ビーチクリーンでは
根本解決にならない
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川・街を含めた地域全体で
行政・企業・市民が協力すべき

地域が一体となれる
大きな目標が必要
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2010年、市役所を退職し、

湘南ビジョン研究所を設立
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湘南まちづくりビジョンを示し、

アジア初のブルーフラッグ取得を

湘南から目指すことを宣言



２ 湘南のまちづくりビジョン





「総花的」ではなく、「湘南の特性」生かす

「行政」都合ではなく、「市民」主導

「自治体単独」ではなく、「連携」めざす

３つの特徴



10年後のまちづくりビジョンを
市民自らの手でつくる
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湘南都市構想2022



湘南９市町の広域連携
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24本のプロジェクト



３ ブルーフラッグへの挑戦
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世界で最も歴史のある 海の国際環境認証世界で最も歴史のある海の国際環境認証
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認証基準（４分野・33項目）

○大腸菌等に関する水質基準の定期調査

○産業排水や下水の排出規制

○汚染に対処する地域緊急計画策定

○海草や他の植物の堆積や腐敗対策

水質

○ ビーチの安全上の警告体制の整備

○希少保護対象動植物保護の事前協議

○海岸環境に関する認識向上教育活動

○関係者への海岸環境の情報提供

環境教育

○海岸地域計画や環境に関する法律順守

○遊泳、マリンスポーツ等、海岸利用の

ニーズの調整及びゾーニング

○ビーチへのアクセスのバリアフリー化

○トイレ設備の設置及び管理

○ごみ箱の設置及び管理

○適切なビーチの清掃

○持続可能な方法での交通手段

環境マネジメント

○夏期シーズン中のライフガードの配置及
び適切な緊急時対策

○ビーチ内の工事現場や廃屋への進入規
制。建造物の景観配慮

○救急施設の設置とその位置の明示

○公害の安全性に関するリスクに対処す
る ための緊急対策計画の整備

○ビーチ地域のパトロール

安全性
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取得主体
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認証取得までの流れ
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ブルーフラッグの歴史
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世界に広がるブルーフラッグ

4820
ビーチ・マリーナ
観光船

49カ国
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１０年前、アジアには
ブルーフラッグ認証ビーチは

一つもなかった
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ブルーフラッグを目指した理由

ビーチクリーンでは
根本解決にならない
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ブルーフラッグを目指した理由

川・街を含めた地域全体で
行政・企業・市民が協力すべき

地域が一体となれる
大きな目標が必要

ブルーフラッグ
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ゼロからのスタート

回りは冷ややか
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ブルーフラッグの大義が共感を呼ぶ



ブルーフラッグ活動



ビーチクリーン
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水質調査
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安全リスク対策
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バリアフリー対策



環境教育
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行政の協力による調査・申請書作成



2016年 アジア初ブルーフラッグ取得
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2021年 片瀬西浜・鵠沼海水浴場は

ブルーフラッグ認証を取得しました！

2021.4 Congratulations祝
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日本のBF認証ビーチは５ケ所に
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逗子海岸、
リビエラ逗子マリーナも
2022年4月取得を目指し活動中
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海の課題の明確化 → 有効な改善策１

ブルーフラッグの効果（ねらい）

観光客が訪れ地域経済が活性化３

持続可能なまちづくり
「環境」 「経済」 「社会」 の調和

市民の愛着と誇りが生まれ、運動が継続４

世界基準のビーチとして証明２
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４ 湘南VISION大学の開校
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海の環境教育に特化した市民大学



海の環境教育に特化した市民大学
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海の環境教育に特化した市民大学
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「かながわ地球環境賞」 受賞
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２０３０年までに、

日本に１００カ所の

ブルーフラッグビーチを誕生させ、

日本の素晴らしい海を

次世代に引き継ぎたい

わたしの目標



海を守り、未来をつくる


